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　人工造林については、植栽によらなければ適確な更新が困難な森林や、

森林の有する公益的機能の発揮の必要性から植栽を行うことが適当である

森林のほか、木材等生産機能の発揮が期待され、将来にわたり育成単層林

として維持する森林において行うこととします。

　適地適木を原則として、スギ、ヒノキ、アカマツを主体に自然条件や地

域における造林種苗の需給動向及び木材の利用状況等も考慮して定めるこ

ととします。

　なお、市町村森林整備計画で定められた樹種以外の樹種を植栽しようと

する場合は、林業普及指導員又は市町村の林務担当部局とも相談の上、適

切な樹種を選択することとします。

　また、更新に当たっては、エリートツリーなどの成長にすぐれた苗木の

植栽、花粉発生源対策の加速化を図るための花粉の少ない苗木（無花粉苗木、

少花粉苗木、低花粉苗木及び特定苗木をいう。以下同じ。）の植栽、針広混

交林への誘導等に努めることとします。

　なお、花粉の少ない苗木の確保を図るため、その増加に努めることとし

ます。
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　主要樹種別の標準的な植栽本数は、下表を基礎とし、地域の一般的な植

栽本数を考慮して、仕立ての方法別に定めることとします。

　なお、活着率や初期成長のすぐれたコンテナ苗や成長のすぐれたエリー

トツリーなどを活用する場合などにおいては、低密度植栽（植栽本数 1,500

本 /ha 程度）を推進することとします。
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　森林の有する公益的機能の発揮に留意しつつ、路網整備、森林施業

の集約化、機械化等を通じた効率的な森林整備を推進することとし、

多様な木材需要及び生産目標に応じた持続的・安定的な木材等の生産

が可能となる資源構成となるよう、努めることとします。

　また、生産目標に応じた伐採の方法等を定めるとともに、植栽によ

る確実な更新、保育及び間伐等の実施、森林施業の集約化等を通じた

効率的な森林整備を推進するとともに、特に効率的な施業が可能な森

林における人工林の伐採後は、原則、植栽による更新を行うこととし

　保安林等、法令に基づき森林施業に制限を受ける森林の所在、森林

の立地条件等を参考にして、特に森林の有する公益的機能が高く、各

機能の維持増進を図るため、施業を重点的・優先的に実施すべき「水

源涵養機能維持増進森林」、「山地災害防止機能 / 土壌保全機能維持増

進森林」、「快適環境形成機能維持増進森林」、「保健機能及び生物多様

性保全機能維持増進森林」を公益的機能別施業森林として設定するこ

ととします。

　また、公益的機能別施業森林、及び (2) に定める木材等生産機能の

維持増進を図る森林の区域は、重複を認めるものとし、それぞれの機

能の発揮に支障が生じないよう設定することとします。

　なお、各地域における具体的な森林の区分は、市町村森林整備計画

において定めることとします。
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　法勾配の安定を図るとともに、必要に応じて法面保護のための法面緑化

工・土留工等の施設の設置及び水の適切な処理のための排水施設等を設け

ることとし、その他形質の変更を行う場合には、その態様に応じて土砂の

流出、崩壊等の防止に必要な施設を設ける等、適切な保全措置をとること

とします。

　加えて、盛土等に伴う災害を防止するため、宅地造成及び特定盛土等
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規制法（昭和 36 年法律第 191 号）に基づき指定する規制区域の森林の土地

においては、谷部等の集水性の高い場所における盛土等は極力避けるととも

に、盛土等の工事を行う際の技術的基準を遵守させるなど、制度を厳正に運

用する。

　森林資源の状況、過去の伐採動向等をもとに算出した伐採予測量及び全国

森林計画において割り振られた京都府の計画量を考慮し、計画期間である今

後10年間の伐採立木材積について次のとおり計画します。
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